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卵孚化後10日 目までのクロマグロ仔魚の初期減

耗 率は,最 大で90%以 上に達することがあり,こ

の初期減耗は,現 象的には浮上死と沈降死に大

別することが出来る。初期減耗 要因としては沈降

死の方がはるかに重大であると考えられている。

沈降死は,ク ロマグロ仔魚 が,夜 間に水槽底面ま

で沈降し,浮 上できずに死亡する現象である。近

畿大学水産研 究所では,日 中より夜間の通気量

を増加させて飼育を行い,仔 魚の沈降を防 止する

上昇流を作り出しているが,そ の効果および定量

化には至っていない。種苗生産過程で最も減耗

率が高い初期減耗を改善することを目的に,本 研

究では,夜 間通気量の増加 による初期 生残率向

上効果を流動特性と共に明らかにした。

材料および方法

5001の ポリカーボネー ト製 円形 水槽 にクロマグ

ロ受精 卵を収 容 し,卵孚化後10日 目まで飼 育を行

った。夜 間 の通気 量 は,実 験1で は,300,500,

700お よび900〃 〃min,実 験2で は,0,300お よ

び900〃11/minと し,実 験3で は,300,600,900,

1200,お よび1500〃71/minと し,各 実験 区につき3

水槽 を設 けた。夜 間通 気 量の 調整 は,初 回 給 餌

を行った夜,艀 化後2日 目か ら行った。口中の通

気 量は全て300〃11/minに 設定 した。さらに,超 音

波精 密 流速 計を用 いて各水槽 の流 動特性 を解 析

した 。

結果および考察

各通気量における実験終了時の平均生残率は,

実験1で は14.7か ら22.7%の 範囲であり,各通気

量の間に有意差は認められなかった。実験2に お

ける生残率 は,各 通気量の間に有意差が認めら

れ,通 気量の増加 に伴 って生残率が 上昇した。

900〃11/minの 平均生残率が最も高く,48.6%で あ

った。実験3で は,1500〃21/minの 平均生残率が

45.6%と 最も高い値を示した。通気量の増加 に伴

って,生 残率が向上する傾 向が明らかとなった。

本研究における10日 目での魚票の開腔率は,0～

20%の 範囲であり,非常に低い値であった。

1500〃11/minの 流動解析の結果,強 い通気 によ

って形成された大きな強い循環流,底 面の沈降

域 の減少,循 環流と沈降域 の境 界における強い

乱流の存在が明らかとなった。これらの流動特性

が,ク ロマグロ仔魚 の沈降死を防止し,生 残 率を

向上させる要因であることを示すことができた。

本研究を遂行するにあたり,生産現場における

技術スタッフと緊密に連携をとることに重点をおい

た。技術スタッフ個人およびクロマグロ種 苗生産

現技術の水準が,本 研究成果によって高められる

ことが期待される。
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